
本校に通知のあった地方公共団体・民間奨学団体等の奨学金を掲載しています。
詳細につきましては、学生課学生支援係にお問い合わせください。

学生課学生支援係

給付

応募対象 応募人員 奨学金月額 貸与

1
（一財）戸部記念財団
（令和７年度奨学生募集）

本科５年生（令和８年度に大学編入学を予定している者）
経済的理由により修学困難な者

福島県内で
5名程度

50,000円 貸与 ×
学内締切
2025.10.31

他の奨学金との併給は不可 (0) (0) (0)
1

(1)
(0) (0)

2
日鉄鉱業奨学金
(4年生対象)

2025年度本科４年次に在学し、以下の①～④のすべてに該当する者
① 機械システム工学科、電気電子システム工学科、化学・バイオ工学科、 都市システム工学科の学生
② 前年度学年末成績において、上位１／２以上の者
③ 申請前１年以内の間に、自宅謹慎処分を受けていない者
④ 経済的に支援を必要とする者

学校推薦
2名

月額120,000円 給付 △
学内締切
2025.4.21

・他団体の給付奨学生は不可。
・ただし、JASSO 給付奨学金との併給可。

2
(2)

(0)
1

(3)
１
(2)

高校奨学生（在学）
高校・高専の1～3年生に在学している人
※保護者（父または母など）が病気や災害(道路上の交通事故をのぞく)、自死(自殺)などで
死亡、または保護者が著しい後遺障害を負っていて経済的に苦しい家庭の子ども。

800名
程度

給付30,000円
給付

○ 2025.5.20 他奨学金との併用可

1
(1)

中学予約採
用含む

0
(0)

中学予約採
用含む

1
(0)

中学予約採
用含む

(0)
中学予約採

用含む

(0)
中学予約採

用含む

1
(0)

中学予約採
用含む

大学奨学生（予約）
2026年4月に大学または短大の第1学年に進学希望の生徒
※保護者（父または母など）が病気や災害(道路上の交通事故をのぞく)、自死(自殺)などで
死亡、または保護者が著しい後遺障害を負っていて経済的に苦しい家庭の子ども。

500名
程度

一般：貸与40,000円
特別：貸与50,000円

貸与 ○ 2025.6.20 他奨学金との併用可 (0) (0) (0) (0) (0) (0)

4 （公財）川村育英会

本科3年生
①全学科対象
②生計を一にする家族の年間収入（祖父母の年金収入は除く）が500万円以下
③成績証明書記載の学業成績に占める80点以上の最優等成績の割合が50％以上

学校推薦
1名

30,000円 給付 〇
学内締切
2025.5.23

他奨学金との併用可 (0)
1

(1)
(0) (0)

1
(2)

(0)

5 （一財）関育英奨学会
本科2・3・4・5年生
人物・学業ともに優秀かつ健康でありながら学資の支弁が困難と認められる者

学校推薦
1～２名

20,000円 貸与 〇
学内締切
2025.5.22

他奨学金との併用可 (0) (0) (0) (0) (0) (0)

6 （公財）クリナップ財団

本科生・専攻科生
①人格高潔、志操堅固で学業が優秀であること
②学資が豊かでないこと
③福島県出身者で福島県内の学校に在学する者であること
④申請時の年齢が、15歳以上22歳以下の者
⑤次の学力基準を満たしている者
高等専門学生に対する奨学金の場合
イ：1年次
中学校3ヵ年の成績の平均値が3.5以上
ロ：2年次以上
高等専門学校における成績が本人の属する学科において平均水準以上の者

8名程度 25,000円 給付 ○
学内締切
2025.4.22

他奨学金との併用可
8

(8)
7

(7)
8

(9)
6

(7)
11

(13)
11

(18)

8 君だけの道育英会
本科生・専攻科生
① 学んでいる技能を将来の職業に活かす意志がある方
② 給付決定後に、学生証の写しおよび指導教員の署名した推薦状を 提出できる方

20名
100,000円
(半年分)

給付 ○

2025.6.30(5期)
2025.12.31(6期)

（直接応募）

他奨学金との併用可 (0)
4

(4)
3

(3)

9 いわき市奨学資金

本科生・専攻科生
①品行が正しく、学業成績が優秀であること。
②市内に引き続き1年以上住所を有すること。（市外に住所を移転し、市外の学校に在学してい
る方にあっては、学校に入学するまで又は学校に入学する目的をもって住所を移転するまで引
き続き1年以上市内に住所を有していたこと。）
③経済的理由で修学が困難と認められること。
④国、県又は他の団体から同種類の奨学資金の貸与又は給与を受けていないこと。
⑤本人の生計を主として維持する者の所得金額が、一定の所得基準額以下であること。

2名程度 29,000円 貸与 ×

2025.3.31(一次)
2025.8.22(二次)

（直接応募）

同種類の奨学資金の貸与又は給与を受けて
いないこと。

(0) (0) (0) (0) (0) (0)

R3
採用者数

(応募者数)

R2
採用者数

(応募者数)

3 あしなが育英会

令和７年度　各種奨学団体募集一覧

Ｎｏ 奨学団体名
募集内容等

併給 申請期限 備　　考
R6

採用者数
(応募者数)

R5
採用者数

(応募者数)

R4
採用者数

(応募者数)

R7
採用者数

(応募者数)



本校に通知のあった地方公共団体・民間奨学団体等の奨学金を掲載しています。
詳細につきましては、学生課学生支援係にお問い合わせください。

学生課学生支援係

給付

応募対象 応募人員 奨学金月額 貸与

R3
採用者数

(応募者数)

R2
採用者数

(応募者数)

令和７年度　各種奨学団体募集一覧

Ｎｏ 奨学団体名
募集内容等

併給 申請期限 備　　考
R6

採用者数
(応募者数)

R5
採用者数

(応募者数)

R4
採用者数

(応募者数)

R7
採用者数

(応募者数)

10 （一財）上田記念財団

土木工学専攻の本科４年生・専攻科１年生
①4月1日時点で年齢が以下の範囲であること
　本科第4学年：満20歳未満
　専攻科第1学年：満22歳未満
②将来、土木工学を活かした職業に就職する意思を持つ者
③経済的に援助を必要とする理由があること
④人物、学力とも優れ、かつ健康であって、財団の奨学金の給付に相応しい者
⑤申請前年度の学年末における学業成績が所属学科内の2分の1以上
⑥本科第4学年：申請年度の前期授業料免除を申請しており、申請前年度の就学支援金支給
区分が加算ありの者
専攻科第1学年：申請年度の前期授業料免除を申請しており、申請前年度の後期に授業料減
免による支援を受けている者

学校推薦
3名
+追加募集上限
なし

月額48,000円 給付 ○ 2025.3.19 他奨学金との併給可

7
(7)

追加推薦含
む

5
(5)

追加推薦含
む

4
(4)

3
(3)

3
(3)

3
(3)

大学奨学生（予約）
令和8年度に大学または短期大学に進学を希望する生徒。
※保護者等が道路における交通事故で死亡したり、著しい後遺障害で働けないため、
教育費に困っている家庭の子女。
※応募時の年齢が25歳までの人。

300名
40,000円、50,000円ま
たは60,000円の中か
ら出願者が選択。

貸与 ○ 2026.1.31 他奨学金との併給可 (0) (0) (0) (0) (0) (0)

専修学校・各種学校奨学生（予約）
令和8年度に専修学校または各種学校に進学を希望している生徒。
※保護者等が道路における交通事故で死亡したり、著しい後遺障害で働けないため、
教育費に困っている家庭の子女。
※応募時の年齢が25歳までの人。

150名
40,000円、50,000円ま
たは60,000円の中か
ら出願者が選択。

貸与 ○ 2026.1.31 他奨学金との併給可 (0) (0) (0) (0) (0) (0)

高等学校・高等専門学校奨学生（本科生・専攻科生）
令和8年度に高等学校または高等専門学校に在学している生徒。
※保護者等が道路における交通事故で死亡したり、著しい後遺障害で働けないため、
教育費に困っている家庭の子女。
※応募時の年齢が25歳までの人。

400名
20,000円、30,000円ま
たは40,000円の中か
ら出願者が選択。

貸与 ○ 2026.1.31 他奨学金との併給可 (0) (0) (0) (0) (0) (0)

12 毎日希望奨学金
本科生・専攻科生
東日本大震災で保護者を失い、経済的に困窮している者。

50名程度 30,000円 給付 ○
学内締切
2025.4.14

他奨学金との併給可 (0) (0) (0) (0) (0) (0)

13
福島県奨学資金

本科生①県内に引き続き6ヶ月以上住所を有しており、保護者が県内に居住していること。
②2年生以上の場合、本人の属する学科の平均水準以上の学業成績を修める者。（1年生は中
学２，３年生における平均評定が３．０以上である者。)

120名程度
 (一次)
85名程度
(二次)
80名程度
(三次)

18,000円 貸与 ×
学内締切
2025.5.30

同種類（貸与）の修学資金を他から受けてい
ないこと。

2
(0)

予約採用含
む

3
(0)

予約採用含
む

1
(0)

予約採用・
震災特例採

用含む

1
(0)

予約採用・
震災特例採

用含む

0
(0)

予約採用・
震災特例採

用含む

1
(1)

予約採用・
震災特例採

用含む

14 天野工業技術研究所奨学基金

2025年4月時点で本科5年生に在籍の学生
人物，学業ともに優れ，かつ，経済的理由により就学が困難と認められる者のうち，以下の条
件をすべて満たす者
①第4学年学年末の学業成績が所属学科内の上位４分の１以内の者
②直近3年間において懲戒処分を受けていない者
③令和6年度後期授業料免除で授業料の全額免除を受けた者または大学等における修学の
支援に関する法律に定める授業料減免において第Ⅰ区分から第Ⅲ区分までに認定された者

学内枠
3名

480,000円
（１年間）

給付 ○
学内締切
2025.6.3

他奨学金との併給可
3

(3)
3

(3)
1

(3)
2

(3)
1

(2)
1

(4)

15
本庄国際奨学財団
高校生・高専生対象奨学金
（2026年度〉

本科１年生
①日本の国公立大学（短大は除く)に編入または専攻科に進学を希望していること。
②１学年の通年成績がGPA3.6以上・5段階評価換算で4.5以上であること
③経済状況が下記のいずれかに該当すること。
　（１）世帯の収入（税金等控除前の金額）が800万円以下である。
　（２）社会的養護が必要な人。

15名 50,000円 給付 △
学内締切
2026.2.13

・他奨学金との併給可(国費・政府派遣留学
生は併給不可)
・受給期間は本科２年生～卒業までと，進学
した場合，その卒業まで。

(0) （１） (0) (0) (0) (0)

11 （公財）交通遺児育英会
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学生課学生支援係

給付

応募対象 応募人員 奨学金月額 貸与

R3
採用者数

(応募者数)

R2
採用者数

(応募者数)

令和７年度　各種奨学団体募集一覧

Ｎｏ 奨学団体名
募集内容等

併給 申請期限 備　　考
R6

採用者数
(応募者数)

R5
採用者数

(応募者数)

R4
採用者数

(応募者数)

R7
採用者数

(応募者数)

16 野﨑わかば会奨学生
・電気電子システム工学科４年生
・成績優秀かつ人物に優れ，経済的に学業の継続が困難と認められる者でかつ
本法人の目的と合致する者

１名 月額30,000円 給付 ○
学内締切
2025.5.8

他奨学金との併給可
1

(1)
(0) (0)

1
(1)

1
(3)

(0)

17
アフラック小児がん経験者・がん遺
児奨学金制度

本科生
「小児がん」を発症した小児がん経験者または、「がん」により主たる生計維持者を失くした遺
児で高等学校等へ在学中の者。

小児がん経験者
30名程度
がん遺児140名程
度

月額20,000円 給付 〇
学内締切
2026.2.13

他奨学金との併給可 (0) (0) (0) (0) (0) (0)

18 田村市貸与型奨学資金

本科生
①大学、短期大学、専修学校専門課程、高等専門学校に在学または入学予定であり、品行が
正しく学術に優れている方。
②申請時に保護者が市内に引き続き１年以上住所を有している方。
③経済的理由により修学が困難と認められる方。
④国、県、他の団体から同種の資金の貸与または給与を受けていない方。
⑤田村市奨学資金の貸与を過去に受けたことがない方。
⑥市税等の滞納がない方。
⑦１年生の場合、中学最終２ヶ年の全履修教科（５段階評価）の平均値が概ね3.0以上であるこ
と。２年生以上の場合は在学校における学業成績が本人の所属する学科の平均水準以上で
あること。"

若干名

自宅通学
20,000円
自宅外通学
40,000円

貸与 ×
学内締切
2026.1.30

同種類の奨学資金の貸与又は給与を受けて
いないこと。

(0) (0) (0) (0) (0) (0)

19 田村市給与型奨学資金

本科生
①大学、短期大学、専修学校専門課程、高等専門学校（４・５年生に限る）に在学または入学
予定であり、品行が正しく学術に優れている方。
②本人が市内に引き続き３年以上住所を有している方。（大学等入学まで引き続き３年以上市
内に住所を有していた方。）
③保護者が市内に引き続き３年以上住所を有している方。
④経済的理由により修学が困難と認められる方。（非課税世帯）
⑤国、県、他の団体から同種の資金の給与を受けていない方。
⑥市税等の滞納がない方。
⑦直近３年間の全履修教科（５段階評価）の平均値が、3.5以上であること。

若干名

自宅通学
20,000円
自宅外通学
30,000円

給付 ×
学内締切
2026.1.30

同種類の奨学資金の貸与又は給与を受けて
いないこと。

(0) (0) (0) (0) (0) (0)

20 コマツ就学支援一時金

本科1～3年生
次のいずれかに該当し、経済的理由により就学が困難と認められる者
ア　大規模災害等に被災し、居住している家屋が全壊、大規模半壊又は半壊の被害を
　　受けた者
イ　学資負担者が死亡した者
ウ　社会的養護を必要とする者
エ　学資負担者が非自発的な事由により失職した者
オ　その他前各号に準ずる場合であり、校長が経済的理由により就学が困難と認める者

上記ア～オを満たす者が存在しない場合（希望者がいなかった場合）、次の基準を全て満
たす者
ア　世帯員全員の住民税（市町村民・都道府県民税）が非課税である者
イ　申請年度においてその前年度と同一学年にとどまっていない者
ウ　入学後懲戒を受けていない者

学校推薦
1名

100,000円
(1年間)

給付 △
学内締切
2025.12.19

他の給付奨学金との併給は不可
ただし高校生等奨学給付金との併給は可能

(0)
1

(1)
1

(4)
1

(3)

本科2・4年生(全学科)
・前年度の学業成績が所属学科内の上位３分の１以内
・前年度又は前々年度の世帯の総収入が年額７３０万円以下

専攻科1年生
・研究内容に機械系，材料系，電気系，電子系及び情報系のいずれかを含んでいること

22
ビヨンドトゥモロージャパン未来スカ
ラーシップ・プログラム

本科5年生・専攻科2年生(2026年度に大学・短大・各種専修学校に進学予定)
以下の条件のうち一つ以上に該当する者
①保護者が死亡。
②単親家庭である（母子家庭、父子家庭など）。
③児童養護施設などの児童福祉施設・社会的養護の施設に暮らしている。
④里親家庭に暮らしている。
⑤生活保護受給世帯に暮らしている。

若干名 50万円(1年間) 給付 ○
学内締切
2025.9.19

他奨学金との併給可 (0) (0) (0) (0) (0) (0)

21 ニコン奨学金

本科2・4年生
15名
専攻科1年生
10名
(高専機構全体)

本科生
月額20,000円
専攻科生
月額30,000円

給付 ○
学内締切
2025.4.8

他奨学金との併給可
1

(3)
3

(4)
1

(2)



本校に通知のあった地方公共団体・民間奨学団体等の奨学金を掲載しています。
詳細につきましては、学生課学生支援係にお問い合わせください。

学生課学生支援係

給付

応募対象 応募人員 奨学金月額 貸与

R3
採用者数

(応募者数)

R2
採用者数

(応募者数)

令和７年度　各種奨学団体募集一覧

Ｎｏ 奨学団体名
募集内容等

併給 申請期限 備　　考
R6

採用者数
(応募者数)

R5
採用者数

(応募者数)

R4
採用者数

(応募者数)

R7
採用者数

(応募者数)

23 日本国土開発未来研究財団

本科新1年生および専攻科新1年生
・2025年4月に日本国内の高等専門学校に入学する方。
・理学、工学、農学の分野で就学している者。・2025年4月1日現在16歳以下の方。
・人物、学業ともに優秀で、経済的な理由により就学が困難であると認められる方。

15名程度 25,000円 給付 △ 2025.5.15

・すべての貸与型奨学金、公的機関の給付
型奨学金制度、在籍学校の授業減免制度と
併用可。
・民間企業及び団体の給付型奨学金制度、
在籍学校の給付型奨学金制度とは併用不
可。

(0) (0) (0) (0) (0) (0)

24 鶴見奨学研究助成財団
本科4年生・専攻科1年生
・実践的・創造的技術者を目指している者。
・向学心に冨み、学業優秀であり、かつ、品行方正であるもの。

本科4年生
3～5名
専攻科1年生
3～5名

本科4年生
20,000円
専攻科1年生
25,000円

給付 △ 2025.5.7
・貸与型奨学金、授業料減免制度と併用可。
・返済不要の給付型奨学金との併用は不
可。

(0) (0)

25 関電工奨学金

本科3・4年生の機械システム工学科、電気電子システム工学科もしくは都市システム工学科の
学生
・令和6年1月から令和6年12月までの世帯の総収入が年額730万円以下
・1年次から申請時点まで継続して、学校が公認する同一の「部・同好会・課外活動等」を行って
いる者

学校推薦
1名

20,000円 給付 ○
学校締切
2025.5.16

他奨学金との併給可
1

(1)
(0)

26 フソウ育英会
２０２６年４月に日本国内の大学、短期大学、高等専門学校４年次進級及び専攻科進学予定の
学生

通期5名程度 50,000円 給付 △
学校締切
2025.6.13

日本学生支援機構（JASSO）、自治体、公的
団体などからの奨学金（給付型及び貸与型）
は併給可。
他の民間企業、団体が交付する奨学金（給
付型及び貸与型）との併用は不可。

(0) (0)

27 日新電機グループ社会貢献基金

・電気電子システム工学科に在籍し、令和8年度専攻科へ進学予定の者
・経済的困難があり学業優秀な者
・電気系の中でも特に次のキーワードに関わる研究を行う者
…電力システム、系統連系技術、大容量電力変換技術、エネルギー管理の最適化制御技術

全国で3～5名程度 月額30,000円 給付 ○
学校締切
2025.7.15

他奨学金との併給可 (0) (0)

28 日本高専・大学支援財団
・高等専門学校5年生以上に在学し、理学、工学系の分野を専攻する者
・日本国籍を有する者
・学業、人物ともに優秀であり、健康である者

明記なし 月額25,000円 給付 ○
学内締切
2025.5.22

他奨学金との併給可
1

(3)

29 ウシオ財団奨学金

・2024年度に高等専門学校本科を卒業し、2025年度に専攻科へ入学する者
・本科5年次の学年末成績における学業成績が所属学科の上位4分の1以内
・2025年度の大学等における修学の支援に関する法律に定める授業料減免を申請しており、
前年度の後期に授業料免除を受けていること
・申請者の属する世帯の一年間の総所得金額が国立高専機構における授業料等の免除及び
徴収猶予取扱要領による全額免除基準を満たすこと

１名 月額60,000円 給付 ×
学内締切
2025.4.4

他の奨学金との併給は不可
1

(1)

30 常磐奨学会

次の(1)または(2)のいずれかに該当する方
(1)福島県いわき市、茨城県北茨城市、及びその周辺地域居住者の子弟
(2)福島県内及び茨城県内の学校に在学する者

5名 月額25,000円 貸与 ○ 2025.4.28 他奨学金との併給可 (0)

31 西郷村人材育成基金奨学金

西郷村に住所を有し、令和8年3月に卒業見込みで、同年4月に進学予定の者。また、以下の要
件を満たす者。
①品行が正しく、学術に優れ、身体が強健であること。
②経済的理由により借受けを必要とする者であること。
③国・県または他の団体等から入学一時金の奨学資金の貸与を受けていないこと。
④高等学校、高等専門学校、大学、短大、専修学校等への進学の意思がある者。
⑤本人またはその保護者が村内に住所を有すること。
⑥本人またはその保護者および連帯保証人に税金の滞納が無いこと。
⑦特に教育長が必要と認める事項。

10名程度
合計1,000,000円
以内

貸与 ×
学内締切
2026.1.9

他の奨学金との併給は不可 (0)



本校に通知のあった地方公共団体・民間奨学団体等の奨学金を掲載しています。
詳細につきましては、学生課学生支援係にお問い合わせください。

学生課学生支援係

給付

応募対象 応募人員 奨学金月額 貸与

R3
採用者数

(応募者数)

R2
採用者数

(応募者数)

令和７年度　各種奨学団体募集一覧

Ｎｏ 奨学団体名
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32 （公財）松尾育英会

(1)2026年3月高等学校卒業見込みの者（本科5年生・専攻科2年生）
(2)2026年4月から当財団学生寮より通学可能な大学に進学を希望する者
(3)成績優秀、品行方正、身体強健な男子で、学資について他からの援助が必要と認められる
家庭的事情にある者であること（世帯年収は、特別な経済的事情のない限り原則として600万
円以下とします。）
(4)原則として、東京都及び東京都に隣接する県（埼玉・千葉・神奈川）以外に居住すること。

10名以内

学校に納付する入学
金・授業料及び学生
寮から大学までの通
学定期代の全額を無
償給付するほか、寮
費の全額と食事及び
財団規定に基づく医
療費を給付します。

給付 × 2025.9.16 他の奨学金との併給は不可 (0)

32 相馬地方広域水道企業団

1.対象者
大学、短大及び高専（第4、5学年に限る）の対象学科を専攻し、卒業後に企業団の技術職員と
して従事する意思のある者

2.対象学科
土木、機械、電気またはこれらに類する学科

若干名 月額100,000円 貸与 ○ 2026.2.20 他奨学金との併給可 (0)


